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Various splicing methods of optical fibers
光ファイバの各種接続方法�

コーナを有するチューブのコーナ部に�
光ファイバを押し当てて軸合わせを行う。�

ガイドピンに均等な力を加え光ファイバを�
3本のピンの中心に位置させる。�

ガラススリーブの両側から光ファイバを挿�
入することによって軸合わせを行った後、�
接着固定する。�

放電加熱方法。レーザによる加熱方法。�
電熱線による加熱方法などがあるが、いず�
れも光ファイバを融かして接続する方法で�
ある。�

V溝基板に光ファイバ端面をつき合わせて�
セットし、上から光ファイバを押しつけて�
軸合わせを行った後、接着剤で固定する。�
�
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Structure of underground optical closure 
地下用光クロージャの構造�
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Configuration of feeder section

とう道�

所内系の構成�
Configuration of central office

マンホール内風景�

とう道内風景� 地下用光クロージャ�

マンホール（配線点）�

架空配線設備�

地下配線設備�
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LXM
加入者系半固定パス接続装置（LXM）�

は、多重化された各種サービス回線が�

１本の光ファイバケーブルに収容され�

ている場合に、各種サービスの信号�

をそれぞれの専用サービスノードに振�

り分けるための装置である。�

OLT FTM

Subscriber Lines X-connect Module
OLT
光加入者線端局装置（OLT）は、NTT�

ビル内に設置する装置である。お客様�

宅の近傍に設置されるONU（光加入�

者線終端装置）との光信号の送受と、�

LXMを介する各種ノードシステムとの�

信号の送受を行う。�

Optical Line Terminal
光スプリッタ�
光スプリッタは、OLTから受けた光�

信号を分岐する光部分を実装して�

いるモジュールである。PDS方式�

で伝送を行う場合に用いられる。�

PDS方式とは、複数のONUで１つ�

のOLTを共有する方式である。�

Optical splitter 
FTM
光本配線盤（FTM）は、NTTビル�

において光ファイバケーブルを集�

線、固定して、お客様宅に向けて�

振り分ける装置である。AURORA�

からの試験光を任意の光ファイバ�

心線に挿入するための光分岐�

モジュールを収容する。�

Fiber Termination Module 
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光ファイバケーブルの心線接続�
Conductor splicing of optical fiber

接続する心線の軸がずれると通信損失が増大する。軸ずれせず、作業性も�
よい接続方法を研究した結果、融着接続や接着接続などの永久接続技術�
（スプライス）や、コネクタ接続技術を実用化し、接着技術には、基板を用いる�
V溝法、ガラススリーブに心線を挿入するスリーブ法、3本のガイドピンを用いる�
３心固定法などがある。�

幹線系の外被接続�
Sheath joining of feeder section

幹線系の光ファイバケーブルの外被接続には地下用光クロージャが用いられる。�
このクロージャは、限られたスペースで高密度な心線収納（最大1,000心）が�
可能であり、心線増設などの際の心線識別も容易である。設置場所が地下で�
あるため、エチレン プロピレンゴムのシール材でシール構造にするなどの防水�
対策を取り入れている。�

光ファイバケーブルの接続技術�
Optical fiber splicing technologies

心線を接続する技術と、心線接続部を保護するための外被接続技術があり、�
それぞれの特性にあわせた高い技術が必要となる。�
心線接続では、光ファイバが非常に細径であることから高精度な軸合わせを�
行い、接続後の低損失化を実現している。外被接続ではケーブル自体が�
自然環境に直接さらされることから、高い気密性や防水性を実現している。�


